
●学部・学科の名称●

●学部・学科の構成●

【芸術学部　平成30（2018）年度以降の入学生】

コスチュームデザインコース

クリエイティブ・スタディーズコース地域実践領域

情報デザイン領域
グラフィックデザインコース

映像コース

住環境デザインコース

空間デザイン領域 プロダクトデザインコース

日本画コース

美術領域 洋画コース

現代アートコース

写真コース

情報デザインコース

アニメーションコース
イラストレーション領域

３ＤＣＧコース

フィギュア・トイコース

風景イラストコース

芸術学部 芸術学科
ネイチャーイラストコース

総合領域 総合デザインコース

メディアイラストコース

アートイラストコース

デジタルイラストコース

マンガ・絵本コース

学　部　名 学　科　名
芸術学部 芸術学科
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【芸術学部　平成29（2017）年度の入学生】

アニメーションコース

３ＤＣＧコース

フィギュア・トイコース

風景イラストコース

ネイチャーイラストコース

現代アートコース

住環境デザインコース

空間デザイン領域 プロダクトデザインコース

コスチュームデザインコース

写真コース

グラフィックデザインコース

映像･放送コース

芸術学部 芸術学科

メディアデザイン領域

総合領域 デザインプロデュースコース

イラストレーション領域

メディアイラストコース

日本画コース

美術領域 洋画コース

アートイラストコース

デジタルイラストコース

マンガ・絵本コース



【芸術学部　平成26（2014）年度から平成28（2016）年度の入学生】

【芸術学部　平成25（2013）年度以前の入学生】

イラストレーション領域 イラストレーションコース

現代アートコース

映像・放送コース

住環境デザインコース

プロダクトデザインコース空間デザイン領域

総合領域

コスチュームデザインコース

デザインプロデュースコース

芸術学部 芸術学科
写真コース

日本画コース

グラフィックデザインコース
メディアデザイン領域

アニメーション・ＣＧコース

総合領域 デザインプロデュースコース

イラストレーション領域

日本画コース

美術領域 洋画コース

イラストレーションコース

美術領域 洋画コース

現代アートコース

芸術学部 芸術学科
写真コース

空間デザイン領域
プロダクトデザインコース

ファッションデザインコース

テキスタイルアートコース

グラフィックデザインコース
メディアデザイン領域

アニメーション・ＣＧコース

映像・放送コース

住環境デザインコース



●成安造形大学の目的●

●芸術学部芸術学科の目的●

（１） 人材育成目的

（２） カリキュラムポリシー（教育課程編成方針）

【平成26（2014）年度以降の入学生対象のカリキュラムポリシー】

「学部共通科目」では、「基礎科目群」、「応用科目群」、「教養科目群」、「社会実践科目群」の4つを大きな柱としています。

「専門科目」では、それぞれに「専門導入科目群」、「専門基盤科目群」、「専門研究科目群」の3つを段階で履修します。

【平成25（2013）年度以前の入学生対象のカリキュラムポリシー】

「基礎科目群」では、4年間の大学生活を自主的かつ円滑に進めるために必要な基礎的学力を身につけるスター
トプログラム科目や芸術に対する認識の基盤となる理論の初歩を幅広く学び、広範な造形活動を支える芸術基
礎科目、所属する領域に関係なく、基本的な造形力を幅広く身につけるファウンデーション科目で構成されていま
す。

「応用科目群」では、広範な芸術活動の専門性を理論的、実践的に支え、各領域の専門基盤課程、専門研究課
程において必要とされる専門的知識・技能を習得するための芸術応用科目を提供します。

「教養科目群」には多様な知識・教養を学ぶことにより、多角的な視野や豊かな知性、柔軟な思考力を身につ
け、各学生が幅広い視点から造形活動を捉えることができる資質を獲得するための教養科目、異文化コミュニ
ケーション能力を身につけることにより、グローバルな視点に基づく思考力や創造力を獲得するための外国語科
目があります。また、大学コンソーシアム京都や環びわ湖大学連携による単位互換協定を締結した滋賀県、京都
府の大学、短大の科目を受講することもできます。

「社会実践科目群」は、社会との関係のなかで自己を確認し、卒業後の自己実現のために寄与する科目群です。
地域連携・プロジェクト科目は、「芸術による社会への貢献」を実現する科目として「芸術力」要請をもとに実践的
な知識・技術を活用し、コミュニケーション能力、プレゼンテーション能力、問題解決能力に優れた社会の即戦力
となる人材育成を目的としています。また、キャリアデザイン科目は、キャリア形成を考えるうえで前提となる「自
己分析・自己発見」「社会を知る」ということを段階的に学ぶことにより、学生が各々の目標に合わせたキャリアデ
ザインを構築するための科目です。

「専門導入科目群」では、専門分野を修めるために必要不可欠な最低限の知識や技能を養うための必要不可欠
な実習科目、演習科目を、「専門基盤科目群」では各自の専門領域の基盤となる知識や技術を修得することで、
各自の専門性を深く究めてもらうための実習科目と演習科目を、「専門研究科目群」ではゼミ段階的な履修や選
択的な履修をもとに、各自の専門領域にかかわる知識や技術を広く修得することを通して、より高度な表現力や
思考力を獲得するとともに、各自の専門性を深く究めてもらうための研究科目、卒業制作を設置しています。

　１　学修の順次性を明確にし、総合的な造形的基礎と高度な専門性を養成する。
　２　導入教育を充実させて社会人として必要な基礎力と対課題能力を養成し、それぞれが学ぶ専門分野と
　　　有機的にむすびついた高度な社会実践力を確立する。
　
　この編成方針の下に芸術学部芸術学科の教育課程は、1年前期・後期を《専門導入課程》、
　2年前期・後期　3年前期・後期を《専門基盤課程》、4年前期・後期を《専門研究課程》に分けます。
　また、各科目を「学部共通科目」と「専門科目」で編成します。

成安造形大学は、デザイン及び美術に関する学術の中心として、広く知識を授けると共に、深く専門の理論、技
能及びその応用を教授研究し、人格の完成を図り、国際性に富み、個性豊かな教養の高い人材を育成し、もっ
て文化の創造・発展、産業の発展、国家社会の福祉に寄与することを目的とする。　　（成安造形大学学則第1
条）

「芸術による社会への貢献」という基本理念（教育理念）の下、「誠と熱」を持ち、公正さと創造性を兼ね備える、
発想力・提案力・技術力に優れた清廉な人材の育成を目的とする。（成安造形大学学則第２条の２）

　芸術学科のカリキュラムは造形基本科目、造形専門科目、一般教養科目、大学基礎科目、語学教養科目、
キャリアデザイン科目、造形プロデュース科目、専門科目の8科目に分かれる。カリキュラムの根幹は造形教育
を中心とした専門科目にある。1年次においては学科で共通の造形演習と実習を行う。2年次からは本学科の
中枢で造形分野を5領域、13のモデルコースに分けてそれぞれ専門性を深めていく。しかし、ひとつのコースに
限定するのではなく、学生個々の志向性に合せ、他の領域、コースの専門実習も受講することもできる。
造形基本科目、造形専門科目、一般教養科目、大学基礎科目、語学教養科目、キャリアデザイン科目、造形プ
ロデュース科目の7科目は専門科目を補い、造形表現力にとどまらず社会人として通用する生きる力、いわゆ
る人間力を持った学生を育成する。



【造形基本科目、造形専門科目】

【一般教養科目、大学基礎科目、語学教養科目】

【キャリアデザイン科目、造形プロデュース科目】

【専門科目】

（３） ディプロマポリシー（学位授与方針）

【平成26（2014）年度以降の入学生対象のディプロマポリシー】 ※授与する学位は、学士（芸術学）です。

【平成25（2013）年度以前の入学生対象のディプロマポリシー】 ※授与する学位は、学士（芸術学）です。

専門科目は芸術学科に5つの領域を設け、各領域で芸術表現における目標設定を行っている。
1年次においては全領域共通で演習・実習が行なわれ、平面・立体、メディア表現など様々な表現形態に
触れ、造形表現の基本を徹底的に学ぶ。2年次・3年次は各領域に分かれ、領域内の共通科目と各コース
に分かれた専門の演習・実習科目を履修し、専門性を追求していく。4年次には各専任教員の個別指導と
なり、4年間の集大成である卒業制作展に向けての仕上げを行う。

デザイン・美術・工芸分野の諸領域を包括的に芸術ととらえ、その芸術の理論と実践、それらの歴史的・理論的
研究、支援・普及の手法の研究をすすめ、専門分野に特化したスペシャリスト、幅広い知識と技能を身に付け
たジェネラリスト、バランス感覚に優れたクリエーターの育成を教育目標とした、各専門分野を横断して学べる
カリキュラムを編成し、卒業までに所定の単位を修めた学生に対し卒業を認定し、学位（芸術学士）を授与す
る。

　成安造形大学　教育目標（学士課程の学習成果に関する指針＝学位授与の方針）

　１　知識・理解（認知的領域）
　　　（１）芸術分野における基本的な知識を体系的に理解できる。
　　　（２）芸術分野の知識と自己の存在を歴史・社会・自然と関連付けて理解できる。
　　　（３）多文化・異文化を理解し、多様性を尊重できる。

　２　技能（精神運動的領域）
　　　（１）日本語や特定の外国語を用いて、読み、書き、聞き、話すことができる。自分の考えを伝えることが
　　　　 できる。
　　　（２）情報通信技術を利用して、多様な情報を収集し、的確に把握し、発信することができる。
　　　（３）専門分野において基礎的な造形能力を身につけている。
　　　（４）問題を発見し、解決に必要な情報を収集・分析・整理することができる。論理的思考力によって、解決
　　　　 のための計画を立案し、実行できる。

　３　態度・志向性（情動的領域）
　　　（１）自らを律して行動できる。指示を待つのではなく、やるべきことに積極的に取り組める。
　　　（２）他者と協調して行動できる。他者に方向性を示し、目標の実現のために動員できる。
　　　（３）卒業後も自らを律して学習できる。
　　　（４）自己の良心と社会の規範に従って、誠意と熱意を持って行動できる。
　　　（５）社会の一員としての意識を持ち、義務と権利を理解し、社会に貢献できる。

　４　創造性（総合的・実践的領域）
　　　（１）獲得した知識・技能・態度等を総合的に活かし、研究制作成果を提示できる。
　　　（２）専門分野における経験を活かし、自らが立てた課題において創造的提案ができる。

ものづくりにとどまらず広く視線を外へ向け、国際交流や異文化理解も含めて幅広く深い教養を身につけ
る。

実社会での実践を通して能力開発を行う。2年次では実社会を意識し、仮想体験や社会常識等の知識を
得、3年次・4年次ではプロジェクト等を通して実社会を体験する。

必修科目で造形実習を学ぶにあたって、ものづくりの思想的な根幹や歴史、現代の様相など幅広い知識
を修得する。
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